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発表の概要発表の概要

1.1.  通信総合研究所における通信総合研究所におけるVLBIVLBI開発研究開発研究
2.2.  首都圏広域地殻変動観測システム首都圏広域地殻変動観測システム

––目的とシステムの概要目的とシステムの概要
––観測成果観測成果

3.3.  今後のＶＬＢＩ研究今後のＶＬＢＩ研究

測位・位置変動
コロケーション（異なる測位技術の比較）
地球回転（極運動・自転変動）の推定
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超長基線電波干渉計

• 精密測位
• 地球回転
• 位置天文
• 電波源のイメージング

VLBI (Very Long Baseline VLBI (Very Long Baseline InterferometryInterferometry))

クェーサー
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通信総研における通信総研におけるVLBIVLBI開発研究開発研究

•• 国際共同観測国際共同観測
プレート運動理論の実証・プレート内変形検出プレート運動理論の実証・プレート内変形検出
地球回転変動の計測、基準座標系の構築地球回転変動の計測、基準座標系の構築

•• 装置・ソフトウェア開発装置・ソフトウェア開発
国際地球回転事業（国際地球回転事業（IERSIERS））VLBIVLBI技術開発センター技術開発センター

技術移転（国土地理院・極地研究所）技術移転（国土地理院・極地研究所）

•• 電波天文観測への参加電波天文観測への参加
KnifeKnife、、J-netJ-net、、APTAPT、、スペーススペースVLBIVLBI（（はるかはるか））



5

首都圏広域地殻変動観測システム首都圏広域地殻変動観測システム
KSP = Key Stone Project

•• VLBIVLBI
11m11mアンテナアンテナ

•• SLRSLR
75cm75cm望遠鏡望遠鏡

•• GPSGPS
二周波受信二周波受信
相対測位システム相対測位システム



6

KSP VLBI KSP VLBI システムシステム
•• リアルタイムリアルタイムVLBIVLBI観測・処理システム観測・処理システム

•• 観測と解析の自動化観測と解析の自動化
迅速な解析データ公開迅速な解析データ公開
信頼性向上（冗長システム・問題点の早期発見信頼性向上（冗長システム・問題点の早期発見））

•• 観測精度の向上観測精度の向上



7

リアルタイムリアルタイムVLBIVLBIシステムシステム
•• 2.4 2.4 Gbps Gbps 高速光通信高速光通信ATMATMネットワークネットワーク

•• 新開発データ送受信装置新開発データ送受信装置

ATM データ伝送装置 リアルタイム VLBI 相関器
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ＶＬＢＩ測定の高精度化ＶＬＢＩ測定の高精度化

•• モデルの改良、装置の特性改善モデルの改良、装置の特性改善
•• 観測数の増加観測数の増加
リアルタイムリアルタイムVLBIVLBIシステムシステム

高速駆動アンテナ（３度／秒）高速駆動アンテナ（３度／秒）
高速データレート高速データレート (56  (56 MbpsMbps  →→ 256  256 MbpsMbps))

S/N S/N ∝∝ A AAAAABB√√BtBt AAXX : X  : X 局アンテナ口径局アンテナ口径
B : B : データレートデータレート
t : t : 観測時間観測時間
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観測成果（１）測位精度の向上観測成果（１）測位精度の向上

基線　　　　　期間１(mm)　期間２(mm)
鹿嶋ー小金井　　4.0±1.7　　2.2±0.6
鹿嶋ー三浦　　　3.7±1.5　　1.8±1.0
鹿嶋ー館山　　　5.2±2.7　　2.4±1.0
小金井ー三浦　　5.3±2.7　　1.6±0.8
小金井ー館山　　5.8±2.9　　2.3±1.0
三浦ー館山　　　5.1±2.4　　1.5±0.5

0
50

２４時間観測開始
鹿嶋ー小金井基線

256 Mbps + 
リアルタイム VLBI
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1995 1996 1997 1998

50 mm

0 mm

-50 mm

東方向成分

北方向成分

鉛直成分

50 mm

0 mm

-50 mm

200 mm0 mm

-200 mm

小金井局位置

変化率 0.12 ± 0.10 mm/year

変化率 -2.23 ± 0.51 mm/year

変化率 -8.06 ± 0.09 mm/year

局位置推定値の再現性(mm)
         1997.9.30-1998.11.14
　　　　東西　南北　鉛直
小金井    2.2      2.0    10.7
三浦    2.3      2.5    12.1
館山    2.5      2.4    11.1
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UT1-UTC

推定値ー確定値
予測値ー確定値

※実線は、IERSにより
　公表された確定値
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観測の成果　まとめ観測の成果　まとめ

•• 測位測位
最高精度の達成　基線長・水平成分　最高精度の達成　基線長・水平成分　~ 2 ~ 2 mmmm

　　　　　　　　　　　　　　　　鉛直成分　鉛直成分　~ 10 ~ 10 mmmm

高頻度観測と解析結果の即時提供高頻度観測と解析結果の即時提供

•• コロケーションコロケーション
•• 地球回転パラメタ推定地球回転パラメタ推定
リアルタイムリアルタイムVLBIVLBIによるによるUT1-UTCUT1-UTC速報値の精度速報値の精度

向上の可能性を技術的に示した向上の可能性を技術的に示した
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今後のＶＬＢＩ研究今後のＶＬＢＩ研究 (1) (1)

•• 高速記録システムによる高感度・高精度観測高速記録システムによる高感度・高精度観測
––ギガビットＶＬＢＩシステムの開発ギガビットＶＬＢＩシステムの開発

試験観測日：1998年9月10日
観測電波源：3C345

観測データレートが従来の
４倍（256 Mbps→1024 Mbps）
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今後のＶＬＢＩ研究今後のＶＬＢＩ研究 (2) (2)

•• 国際リアルタイムＶＬＢＩ観測国際リアルタイムＶＬＢＩ観測
–– UT1-UTC UT1-UTC のの速報値の精度向上速報値の精度向上

•• 解析モデルの高精度化解析モデルの高精度化
––大気遅延、海洋潮汐荷重、大気圧荷重大気遅延、海洋潮汐荷重、大気圧荷重

•• 国際国際VLBIVLBI事業（事業（IVSIVS））の設立の設立
–– 1999.3.1 1999.3.1 に発足に発足


